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平成２９年度 全国保育士養成協議会 

東北ブロックセミナー 仙台大会 

 
 

開 催 案 内 
 
 
 

◇大会主題 
 

 保育現場における「保育の質の向上」と 

 保育士養成校の役割・課題 
 

−実習、就職、研修の側面を中心に− 
 
 
 
 
 
 

  期 日  平成２９年１１月１８日（土）・１９日（日） 
 

  会 場  東北福祉大学 仙台駅東口キャンパス ５Ｆフロア 
            〒983-0852 仙台市宮城野区榴岡2-5-26  TEL:022-766-8833 
 
 
 
 
 
 

         主   催：全国保育士養成協議会 東北ブロック 

         大会事務局：仙台幼児保育専門学校 
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プログラム 

◇大会一日目  平成２９年１１月１８日（土）◇ 

 

１３：００〜１３：１５ 開会式 

 

 

１３：２０〜１４：５０ 基調講演（ワークショップ含む） 

             講 師：東京家政大学 教授 那須信樹 氏 

             演 題：「保育者養成と育成の当事者による実質的な『対話』と 
                  『協働』を生み出す場づくりをめざして 
                  〜全国保育士養成セミナー東北大会をふりかえりながら〜」 

 

 概 要   本講演では、「保育の質の向上」を図っていくための養成校と現場とで果たしうる 

      それぞれの機能や役割と、協働の態様等についてご提示いただきます。 

       また、新しい保育所保育指針のポイントをトピックに、園内研修や学内 FDなど、 

      組織の中で協働的に学びあう手法について、併せてご紹介いただきます。 

 

 

１４：５０〜１５：００ 休 憩 

 

 

１５：００〜１７：３０ シンポジウム（グループ討議等含む） 

 

    テーマ 保育現場における「保育の質の向上」と保育士養成校の役割・課題 

          −実習、就職、研修の側面を中心に− 

             司 会 者･･･尚絅学院大学 教授 小松秀茂 氏 

             発題者Ⅰ･･･社会福祉法人宮城福祉会 高舘あおぞら保育園 

                    園長 山内 綾子 氏 

             発題者Ⅱ･･･宮城学院女子大学附属認定こども園 森のこども園 

                    園長 沢田石道子 氏 

             発題者Ⅲ･･･東北生活文化大学短期大学部 教授 三浦主博 氏 

             発題者Ⅳ･･･東北福祉大学 教授 和田明人 氏 

            指定討論者･･･東京家政大学 教授 那須信樹 氏 

 

 概 要   本シンポジウムでは、保育現場における「保育の質の向上」を図っていく上で、保 

      育現場側から見た保育士養成校の役割・課題と、保育士養成校側から見た保育士養成 

      教育の現状や課題について、それぞれ実習・就職・研修の側面から発題いただきます。 

       基調講演でのお話をも踏まえつつ指定討論者を加えて議論を掘り下げ、参加者全員 

      でのグループ討議も行いながら、今後の方向性と具体的方略を探り合います。 
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１７：３０〜１７：４０ 休 憩 

 

 

１７：４０〜１８：００ 平成２９年度全国保育士養成協議会東北ブロック第２回総会 

 

 

会場移動→「仙台ガーデンパレス」（東北福祉大学仙台駅東口キャンパスより徒歩1分） 
           〒983-0852 仙台市宮城野区榴岡四丁目1番5号 TEL:022-299-6211 
 

    １８：３０〜２０：００ 情報交換会（於；「仙台ガーデンパレス」） 

 

 

 

◇大会二日目  平成２９年１１月１９日（日）◇ 

 

 ９：００〜１１：００ 分科会 

 

 第１分科会 保育所実習における保育現場と保育士養成校の協働 

               司 会 者･･･仙台白百合女子大学 准教授 大迫章史 氏 

               発題者Ⅰ･･･社会福祉法人善き牧者会 さゆり保育園 

                      主任保育士 菅野由美 氏 

               発題者Ⅱ･･･聖和学園短期大学 准教授 石森真由子 氏 

 

   概 要   保育所実習は、限られた期間でありながらも、学生自身に大きな影響を与えます。 

        実習の展開や指導・実践方法は現場によっても様々であると同時に、養成校での 

      実習指導の展開や方法も様々です。 

       本分科会では、現場で指導する立場の職員と養成校で指導する教職員とが本音で 

      意見を述べ合う機会とし、それぞれの役割や課題を確認し、相互理解を深めながら、 

      協働の方向性と具体的方略を探り合っていきます。 

 

 
 第２分科会 施設実習における保育現場と保育士養成校の協働 

               司 会 者･･･東北福祉大学 教授 小坂徹 氏 

               発題者Ⅰ･･･社会福祉法人仙台キリスト教育児院 
                      丘の家子どもホーム 園長 鈴木 重良 氏 
               発題者Ⅱ･･･東北福祉大学 准教授 君島昌志 氏 

 

  概 要   施設実習は、多くの施設種別があり、乳児から高齢期まで利用者の年齢層も幅広 

      く、入所理由も様々なものがあるなどとても多様ですが、共通して実習前と実習後 

      とで学生自身に大きな変化を生じさせます。 

       本分科会では、現場で指導する立場の職員と養成校で指導する教職員とが本音で 

      意見を述べ合う機会とし、それぞれの役割や課題を確認し、相互理解を深めながら、 
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      協働の方向性と具体的方略を探り合っていきます。 

 

 

 第３分科会 就職における保育現場と保育士養成校の協働 

               司 会 者･･･東北文教大学 教授 河合規仁 氏 

               発題者Ⅰ･･･社会福祉法人銀杏の会 バンビの森保育園 

                      園長 壹岐 美津子 氏 

               発題者Ⅱ･･･東北福祉大学 教授 和田明人 氏 

 

  概 要   保育士の不足が叫ばれる一方で、その地位の社会的認知度や待遇面の抜本的改善 

       は、依然遅々として進みづらい状況にある中、保育士養成校には保育者を志す多く 

       の学生が入学してきてはいますが、資格を取っても保育者にならない学生が増えて 

       来ている傾向も出てきています。 

       こうした状況下で、なににどのように取り組むのか、それぞれの役割や課題を確 

      認し、相互理解を深めながら、協働の方向性と具体的方略を探り合っていきます。 

 
 
 第４分科会 研修における保育現場と保育士養成校の協働 

               司 会 者･･･東北福祉大学 准教授 利根川智子 氏 

               発題者Ⅰ･･･仙台市高砂保育所 所長 中島 比呂美 氏 

               発題者Ⅱ･･･東北生活文化大学短期大学部 教授 三浦主博 氏 

 

  概 要   「保育の質の向上」を図っていく上で、保育者個人・保育組織レベルのいずれに 

       おいても“学び”は不可欠です。しかしながら、現場の業務は煩雑化する一方であ 

       り、現実には研修の機会を設定することですら困難にさえなりつつあります。 

       こうした状況下におかれている現場の実態に、各保育士養成校・教職員・関連団 

      体は、問題解決に向けてどのようにコミットできるか、役割や課題を確認し、相互 

      理解を深めながら、協働の方向性と具体的方略を探り合っていきます。 

 

 

１１：１５〜１２：１５ 特別講演 

 

               講 師：全国保育士養成協議会 常務理事 網野武博 氏 

               演 題：「保育士養成の動向と課題（仮）」 

 

  概 要  本講演では、全国保育士養成協議会常務理事の網野武博先生より、保育界の情勢を 

      ふまえつつ、保育士養成の動向や課題等について、お話しいただきます。 

       殊に、保育所保育指針の改正を視座に据えながら、最新の諸情報や知見等をご提示 

      いただきます。 

 

 

１２：１５〜１２：３０ 閉会式 
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以 上 


